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研究成果の概要（和文）： 
各計画研究班の研究成果を総括すると共に、様々な研究会や国際的な会合等を開催し、成果

の取りまとめ、また総合化をはかると同時に成果についての評価も行うことにより、目標とす
る安全かつ経済的なトリチウム燃料システムの設計を視野に、必要な研究課題あるいは取得す
べきデータ等を各研究班に提示し、研究のフィードバックを行った。 
 特に核融合研と共催したトリチウム科学技術国際会議は、世界各国の参加者から賞賛された

だけでなく、本領域から 2件招待講演および多数の発表をおこない、領域の活動に高い評価を

得た。これらの情報はすべて本領域のホームページに掲載、常時 up date しながら、本領域で

得られている情報の発信に努めた。若手の育成にも大いに貢献しており、本領域から、７名が、

常勤研究者として核融合科学研究所や、大学、日本原子力研究開発機構にて同じような分野で

採用されるに至った。  
 
研究成果の概要（英文）： 
 “Sokatsu-han (Organizing commitee)” organized open symposiums 8 times on 
Tritium Science and Technology for Fusion Reactor including 9th international 
conference on Tritium Science and Technology to present research results from 6 
research projects and also to have public activity.  Summaries of all symposiums were 
published in news-letters and published in the web site.  Evaluation of research 
results were also made in every year and necessary recommendation and revision were 
given to each research grope.  Summary on the research results of the all groups were 
prepared and published in the web site in every year.  Encouraging and promotion of 
young scientists were successfully done and doctor course students have been 
employed in various institutes and universities.    
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１．研究開始当初の背景 
核融合炉を実現する上で、安全な燃料（ト
リチウム）サイクルを構築することは、プラ
ズマ閉じこめと並び立つ２本柱のひとつで
ある。核融合炉では放射性同位元素であるト
リチウム(T)を大量に取扱う必要があるにも
かかわらず、放射能的にクリーンであると強
調されすぎているきらいがある。核融合炉燃
料として使用される T は、平均約 13 keV の
β電子を放出して 3Heになる放射性同位元素
であり、また DT 反応で発生する中性子が材
料を放射化するため、十分な放射線管理のも
とで放射性安全性を確保して運転される必
要がある。エネルギー発生装置としての実用
核融合炉は、経済的に見合うものであると同
時に、安全性の観点から社会的にも受容され
るものでなければならない。T と重水素(D)
との核融合反応（DT 反応）によりエネルギ
ーを取り出す核融合炉を実現するためには、
T が放射性である故に、その放射性安全を確
保しかつ経済的な核融合炉燃料システムを
構築することが必要である。 
 
 
２．研究の目的 
DT 核融合炉を経済的に成立させるため T
を含んだすべての水素同位体（H,D,T）に関
連する様々な学問的分野を背景としている
研究者を組織化し、T が放射性である故に、
その放射性安全を確保した上で経済的にも
成立する核融合炉燃料システムを構築する
こと、即ち(1) 炉内への D と T の導入量を、
核融合反応を継続するために制御しつつ供
給すること、(2) それらを排気回収し T を分
離・再利用すること、(3) ブランケットによ
り T を増殖回収、利用すること、さらに(4) 安
全なシステムの構築あるいは制御を可能に
するための計測技術を開発すること、である。
同時にTに関する正しい理解に基づいた新し
いトリチウム科学ともいうべき学問分野を
打ち立てるとともに、T に対する正しい理解
を社会に広めようとするものである。 
 
 
３．研究の方法 
総括班では、各研究班の研究成果を総括す
ると共に、研究会、シンポジウム、国際会議
等を開催し、成果の取りまとめ、また総合化
をはかる。この際、各研究班の成果について
の評価も行う。目標とする安全かつ経済的な
トリチウム燃料システムの設計を視野に、必
要な研究課題あるいは取得すべきデータ等
を各研究班に提示し、研究のフィードバック
を行う。また、核融合炉の社会受容性を高め
るための啓蒙活動も行う。 
学問としてトリチウム科学を完成させるた

め、教科書の編纂を行う。これらを実現する
ため、長期計画（含む公募研究計画）の策定
と目標の明確化をはかると同時に評価者に
よる研究計画及び進捗状況レビュー体制を
確立する。 
具体的には下記を実行する。 
① ホームページの作成 更新、保守、充実 
② 年間 2～3回程度の総括班会議の開催 
③ トリチウム国際会議等、本研究分野に深く

関わる主要な国際会議で領域の成果報告
を行うと共に、情報収集を行う。 

④ トリチウムに関わる重要な横断的テーマ
について、計画研究のグループの枠組みを
超えて、ワークショプや研究会を開催し、
集中的な議論を行う。 

⑤ 年度末には進捗状況報告会を開催し報告
書を作成する。 

さらに随時、研究班の進捗状況を、適切にモ
ニターし、指導と助言、総合調整を行う。一
方得られた成果は随時国内外の委員会、学会、
国際会議等で発表する。 
 
 
４．研究成果 
各計画研究班の研究成果を総括すると共

に、以下の会合等を開催し、成果の取りまと
め、また総合化をはかると同時に成果につい
ての評価も行い、目標とする安全かつ経済的
なトリチウム燃料システムの設計を視野に、
必要な研究課題あるいは取得すべきデータ
等を各研究班に提示し、研究のフィードバッ
クを行った。 
具体的な成果として 
(1) 日本原子力学会、プラズマ核融合学会、

核融合エネルギー連合講演会等におい
て、成果の公表を行うとともに、シンポ
ジウム等を積極的に実施した。 

(2) 期間中5回のトリチウム関連合同研究会
を共催し、本領域の研究者だけでなく、
トリチウム生物影響など、日本のトリチ
ウム関連の研究者との連携を深めた。 

(3) 第 9回トリチウム科学技術国際会議（10
月 24-29 日（於 奈良新公会堂））を核
融合研と共催した。 

(4) トリチウム科学技術国際会議やプラズ
マ壁相互作用国際会議等、本領域に深く
関わる国際会議等で招待講演をうける
など、領域の成果の広報を行った。 

(5) 若手育成のため、若手研究発表・交流会
を開催した。  

その他、成果報告会を含め 7回の公開シンポ
ジウムを開催し、研究班の実験計画および成
果発表、知識の共有化、情報の公開をはかる
とともに、総括班として A01, A02, B01, B02, 
C01, C02 各班の研究活動を掌握し、研究に対
する方向づけ、評価を行った。 



特に核融合研と共催したトリチウム科学
技術国際会議は、世界各国の参加者から賞賛
されただけでなく、本領域から 2件招待講演
および多数の発表をおこない、領域の活動に
高い評価を得た。これらの情報はすべて本領
域のホームページ http://tritium.nifs.ac.jp/ 
に掲載、常時アップデートしながら、本領域
で得られている情報の発信に努めた。また来
年度に全体の成果をとりまとめるだけでな
く、トリチウムに関する啓蒙書、および教科
書の発行を目指して準備を進めている。 

若手の育成にも大いに貢献しており、本領
域から、７名が、常勤研究者として核融合科
学研究所や、大学、日本原子力研究開発機構
にて同じような分野で採用されるに至った。  
 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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